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新型コロナウイルス対策に関する各局区の対応状況（５月２６日～７月２９日） 

カテゴリ 実施概要

本部 ○第１９回対策本部会議の実施 
 ・対策本部会議を実施し、川崎市緊急経済対策の改定、本市の経済状況についての情報共有を図
った。（6/9） 

○第２０回対策本部会議の実施 
 ・対策本部会議を実施し、本市の医療体制、複合災害への備え、ワンストップ型臨時経営相談会
場の設置、本市の経済状況について情報共有を図った。（7/7）

総務企画 ○市職員が体調不良となった場合の対応を周知
・風邪症状がある職員は必ず出勤しないこと、また、職場への復帰については発症日から８日間か
つ症状消失日から３日間を経過してからとするよう、あらためて周知した。（7/17） 

〇市民が必要とする情報を市長等が伝える動画の配信
・新型コロナウイルス感染状況や市の取組など、市民が必要とする情報を市長や職員が説明する
内容を、「YouTube 川崎市チャンネル」へ掲載し市ホームページでの公開を開始（4/24）。5月
までほぼ毎日配信し、6月は 1本配信した。7月から週 1本程度で配信を再開。（7/8） 

〇子ども達に向けた本市ゆかりの著名人等によるメッセージ動画の配信 
・市立学校の臨時休業中に自宅等で過ごす子ども達へ活力を届けるため、様々な分野で活躍する
著名人やプロフェッショナルの方々に協力いただき、子ども達へ向けたメッセージ動画を収録
し、「YouTube 川崎市チャンネル」へ掲載し、市ホームページで公開を開始（5/12）。計 20 本を
配信完了した。（5/27）

財政 ○徴収猶予の「特例制度」の適用状況
・適用件数 626 件 
 ・適用税額 424,214 千円（県民税を含む）
※令和 2年 6月末現在の累計

○市税証明書の交付手数料の免除適用状況
・適用件数 2,461 件（行政サービスコーナー等を含む）
※令和2年 6月末現在の累計

市民文化 〇特殊詐欺被害防止のため、迷惑電話防止機能を有する機器の設置促進 
 ・迷惑電話防止機能を有する機器（750台）を購入し、原則として 70歳以上の市民を対象とした
無償貸与を実施し、これまでの特殊詐欺の手口に加えて、新型コロナウイルス感染症に関連し
た手口からの被害の防止を図る。（8月中旬広報開始予定）

○スポーツ大会等の感染防止対策への支援 
・スポーツ関係団体が大会等を再開する際に、感染症拡大防止対策に必要となる物品（非接触型
体温計、手指消毒剤等）を購入するための経費を、(公財)川崎市スポーツ協会を対象に補助金
として支出する。（7/1 付で補助金要綱制定）

○スポーツセンター等の感染防止対策 
・スポーツセンター等の一部利用再開に伴い、感染症拡大防止対策として、諸室に換気用の送風
機や空気清浄機を整備する。（送風機は7月末までに配備予定。空気清浄機は今後順次配備予
定）
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〇活動の場が制限されている文化芸術の担い手等に対する支援 
・新型コロナウイルスの感染拡大により、活動の場を制限されている文化芸術の担い手等を支援す
るとともに、市民が文化芸術に触れる機会を提供するため、「文化芸術活動奨励金」制度を創設
し、「Youtube 川崎市文化芸術応援チャンネル」で発信する文化芸術作品や子ども向けコンテン
ツ（動画）を募集した。(7/28～動画公開) 

〇フランチャイズオーケストラの活動機会の創出及び市民の音楽鑑賞機会の提供
・ミューザ川崎シンフォニーホールを会場に、市フランチャイズオーケストラ東京交響楽団によ
る無観客コンサートを計3回実施し、「ニコニコ生放送」において配信する。 
・同楽団への寄付も同時に募り、来年以降に開催される同楽団主催公演のチケットについて、寄
付金額と同額相当分の枚数を川崎市が購入するマッチングギフトコンサートとして実施する
（チケットは市民招待で活用予定）。
（第1回：6/23 第 2回：6/28 第 3 回：7/3※動画配信・寄付は～9/30）

経済労働 ○経営相談 
・中小企業診断士、社会保険労務士等の専門家による無料経営相談を市内3か所※で実施。（ワン
ストップ型臨時経営相談会場の設置）（7/15） 
※産業振興会館（南部）、コンベンションホール（中部）、川崎信用金庫登戸支店（北部）

○金融支援
・本市（海外ビジネス支援センター・金融課・中小企業溝口事務所）、市産業振興財団、市信用保
証協会に設置している「相談窓口」における相談件数 11,460件（7/26） 
・金融課、溝口事務所におけるセーフティネット・危機関連保証等の認定件数 5,972 件（7/26）
・感染症対応資金の融資限度額を 3,000 万円から 4,000 万円に拡充。（6/15） 
○事業継続環境の整備 
 ・新型コロナウイルスの影響により、テレワーク環境を新規導入、拡張する市内中小企業者に対
し、環境整備に係る設備導入、初期設定等に必要なコンサルティング費用を助成。（６/12） 

○商業・サービス業支援 
・新型コロナウイルス感染症の影響により売上が大幅に減少している飲食店や生活関連サー 
ビス等における消費を促し、市内での循環を図ることで早期の経済回復を目的とした「川崎じ
もと応援券」の購入予約開始（6/12） 

 ・テイクアウトなどの新しいサービスに取り組む小売業者やサービス事業者、商業者への応援や
安全に買い物できる環境づくりに取組んでいる商店街等に対する助成制度を創設。（6/12） 

○市場（食料品等の安定供給確保）
・卸売市場における売上が減少している場内事業者への施設使用料等の猶予

環境局 ○廃棄物処理法に基づく関係業者への対策の周知
・環境省「新型コロナウイルス感染症対策に関する基本的対処方針の変更及び業種ごとの感染拡
大防止ためのガイドラインの策定について（事務連絡）」及び「新型コロナウイルス感染症に対
処するための廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行規則の特例を定める省令の施行について
（通知）」に基づき、市ホームページに掲載等し、市内の排出事業者及び廃棄物処理事業者に対
して情報提供を行った。（5/15）

健康福祉 ○新型コロナウイルス感染症 市内発生状況 
・本市発表陽性者数：521人 
・退院者数：140人、療養終了者数：232人
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・死亡者数：24人  
・感染経路：家族内74人、陽性者と接触 117、その他11（ライブ、海外渡航等）、不明・調査中
319人 ※令和 2年７月２８日現在
・市健康安全研究所における検査人数：6,199 人、検査数：6,292 件 ※７月２８日現在 
・民間検査機関における検査人数：6,395 人、検査数：6,396 件 ※７月２８日現在 

○川崎市帰国者・接触者相談センター ※５月１日より２１時まで対応時間延長
・現時点での相談受付数は 21,492 件（2月 10日～７月２８日）

○川崎市新型コロナウイルス感染症コールセンター ※５月 1日より2４時間対応 
・現時点での相談受付数は 24,366 件（2月 20日～７月２８日）

○神奈川モデルにおける機能別医療機関の確保状況
・高度医療機関（重症者対応）2施設 28病床 
・重点医療機関（中等症者対応）6施設 191 病床 
・重点医療機関協力病院（疑似症者対応）5施設 51病床  
※7月１日時点。今後も感染状況を踏まえた病床の確保を図る。 

○PCR集合検査場を市内３か所で運営
 ・市医師会に運営を委託し、５/１１(月)に２か所、１２(火)に１か所を開設。 
※ 設置場所は、円滑な運営と患者のプライバシーを守るため非公表。
・各検査場は、週３～４日、１３～１５時に稼働。（7/16～運営日の一部拡大）

○各診療所における検体採取及び検査
・市医師会と集合契約を締結し、各診療所でも検体採取及び検査が可能な体制を整えた。（7/15～）
・実施診療所数 ３０診療所 ※７/27 時点 

○患者等のPCR検査実施医療機関等までの搬送支援の実施
・専用車両２台体制で、民間事業者への委託により実施
 ・5/11～7/25の搬送実績は 64営業日で、計133件（1日平均約2件） 
※５月実績：24件（1日平均約1.33件） 
６月実績：34件（1日平均約1.3１件） 
７月実績：75件（1日平均約3.75件）7/25 時点 

○特別定額給付金の給付状況
 ・支給決定数 611,209件（給付率 80.1％、全申請数762,710 件）7/28時点 
※令和 2年７月末時点見込み給付率 90.0％ 

 ・コールセンター問合せ件数 87,804件（現在 55名で対応）7/27時点 
 ・相談員問合せ件数:10,078 件（現在 28名で対応）7/27 時点 

○生活保護の申請相談の状況
 ・相談件数 573 件（7/１～7/21）（前年同月件数883件） 
  ※うちコロナ関連相談件数 69件（12.0％） 
 ・申請件数 221 件（7/１～7/21）（前年同月件数394件） 

○住居確保給付金制度（家賃補助）
・申請件数 2,378件（4月～7月 24日） 
・支給決定件数 1,942 件（4月～7月 24 日）



4 

・住居確保給付金専用ダイヤルを６月５日（金）に開設（８回線）
 受電件数 1,767 件（６月５日～７月 24 日） 
・だいＪＯＢセンターへの相談件数 
  電話相談件数 3,782 件（4月～7月 24日） 
  来所相談件数 872件（4月～７月24日） 
   ※電話相談のうち、6月までは約9割が住居確保給付金についての相談であり、電話相談後、

郵送申請をしている。 
※来所相談のうち、5月は約 8割が住居確保給付金についてであったが、6月以降は、収入・
生活費や就労等、住居確保給付金以外の相談が増加している。

○一時的な資金の緊急貸付
・休業や失業等により生活資金でお悩みの方々に向けた、緊急小口資金などの特例貸し付けを、市
内社会福祉協議会の窓口（各区福祉パル）において実施。 

・相談件数19,846 件、申請受付件数が 9,455 件（緊急小口資金6,710 件、総合支援資金2,745件）
となっている。（3/25～7/22）

こども ○保育所 
・登園自粛に伴う保育料補助の対象に地域保育園を含めて拡大（6/4） 
・「新しい生活様式に配慮した保育事例集」を作成（6/4） 
○青少年施策
・こども文化センター、青少年教育施設の段階的な運営再開（6/1） 
・わくわくプラザの運営について縮小運営を緩和（7/1） 

○母子保健・家庭支援
・乳幼児健康診査等を再開（6/15） 
・子育て世帯臨時特別給付金の支給（6/22） 
・産前・産後家庭支援ヘルパー派遣事業に里帰り出産ができなくなった妊婦を対象として含める。
（7/7） 
・（市）ひとり親家庭等臨時特別給付金を支給（7/9） 
・（国）ひとり親世帯臨時特別給付金のお知らせを発出（7/15） 

○虐待・DV対策 
・県、横浜市等と「かながわ子ども家庭１１０番相談 LINE」を合同で開始（7/1）

港湾 〇川崎マリエン『#Light It Blue』を実施 
・最前線で尽力されている医療関係者等への感謝を示し応援するため、川崎マリエンにおいて
『#Light It Blue』を実施した。（6/4~5の２日間）

区役所 〇川崎区本部の活動状況 
・第１０回区本部会議を開催し、第 1８回市本部会議の報告等について情報共有を行った。
（5/27） 
・第１９回市本部会議の報告等について、情報共有を行った。（6/9） 
・第２０回市本部会議の報告等について、情報共有を行った。（7/7） 

○幸区本部の活動状況 
・第22 回区本部会議を開催、第20 回市本部会議の報告等について情報共有を図った。（７/８）

○高津区本部の活動状況
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・第 20 回区本部会議を開催し、市本部会議の内容（市経済対策等）について情報共有を行った。
（6/9） 
・第 21 回区本部会議（区長・部長会議）を開催し、市本部会議の内容（新型コロナウイルス感染
症を踏まえた避難所開設・運営など）について情報共有を行った。（7/8） 

○中原区本部の活動状況 
・第21 回区本部会議を開催（①緊急事態宣言解除後の中原区役所の働き方について、②区の状
況、イベント等の開催に係る注意事項その他）（5/27） 
・第 22 回区本部会議を開催（①区 PT会議の報告、②区の状況その他）（6/3） 
・第 23 回区本部会議を開催（①市本部会議の報告、②区の状況その他）（7/8） 

〇宮前区本部の活動状況 
・みやまえ通信を発行し、特別定額給付金の案内、熱中症予防について町内会掲示板やホームペ
ージに掲載、関係機関に配架した。(5/26) 
・第 22 回区本部会議を開催し、庁舎内における感染症予防対策について情報共有を行った(6/9) 
・第 23 回区本部会議を開催し、災害時の濃厚接触者の取扱い等情報共有を行った(7/8) 
・衛生課の区役所内応援体制を強化した(7/21～) 

○多摩区本部の活動状況 
・第23 回区本部会議を開催した。主な議題は、①第19回市本部会議の報告 ②区内の状況の情
報共有③緊急事態宣言解除後の対応など。（6/10） 
・第 24 回区本部会議を開催した。主な議題は、①第20回市本部会議の報告 ②区内の状況の情
報共有③緊急避難所におけるコロナ対応など。（7/8） 

○麻生区本部の活動状況 
・第27回区本部会議を開催し、市本部会議の内容について情報共有を行った。（6/9） 
・第 28 回区本部会議を開催し、市本部会議の内容について情報共有を行ったほか、避難所におけ
る感染症対策や、感染者・濃厚接触者が今後増加した場合の検査体制について確認した。
（7/8）

水道 ○上下水道部の活動状況 
・入江崎余熱利用プールの一部再開（6/1～）を決定した。（5/26） 
・第 13 回上下水道部会議を開催し、市内の医療体制及び避難所開設運営マニュアル等の市本部会
議の情報共有を行った。（7/8）

交通 ○通学定期券の払戻し等の対応 
 ・4 月 7日以前に購入し、緊急事態宣言期間（4月 7日～5月 25日）が有効期間に含まれる通学
定期券をお持ちの方又は持っていた方に対し、特例措置として、令和 2年 4月 7日に遡っての
払戻し、またはお持ちの通学定期券の有効期間の延長を実施（6/26）

病院 〇新型コロナウイルス感染症患者の受入れ 
・川崎病院では、「神奈川モデル」における高度医療機関及び重点医療機関として、また井田病院及
び多摩病院では重点医療機関として、緊急事態宣言解除後においても、引き続き新型コロナウイ
ルス感染症患者を受入れた。

〇病院事業管理者メッセージの発信
・主に医療従事者に向け、安定的な医療サービスを提供していくため、感染防止管理対策等につい
てメッセージを発信した（6/29）。

〇市立病院の現状について動画配信
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・新型コロナに対する院内の状況についての動画を作成してもらい、川崎市チャンネルに掲載した
（川崎病院は5/15、井田病院は 5/26）。この動画は各種メディアでも取り上げられた。 

〇「新型コロナウイルス感染症出前講座」等の実施 
 ・川崎病院（6/29）及び井田病院（7/14）において、地域と連携した感染症対策を推進するため、
感染症専門の医師や看護師が高齢者施設等に出向き、講義や施設ラウンドを通じた感染対策を行
う「感染症出前講座」を企画・周知した。 

〇院内広報誌「新型コロナウイルス関連特集号」の発行
 ・川崎病院（6/11 発行）及び井田病院（6/2 発行）において、新型コロナウイルス感染症への対応
や院内における感染防止対策の取組などをまとめた院内広報誌「新型コロナウイルス関連特集
号」を作成・発行（院内、かわさき情報プラザ、各区市政資料コーナー等に配架）した。

消防 〇消防局新型コロナウイルス感染症対策会議の開催及びＢＣＰ解除後の対応等の周知
・消防局新型コロナウイルス感染症対策会議を開催し、ＢＣＰ解除後の対応等を決定し、同日
「川崎市業務継続計画（ＢＣＰ）解除後の当局における行政運営方針について（通知）」を発
出し、局内にＢＣＰ解除後の対応等を周知した。（5/29） 

〇消防法令関係手続きの押印省略
・臨時的措置として、法令等の定める様式において、届出者等の押印を省略して受付できるこ
ととし、市ＨＰに案内ページを新たに設置した。（6/4）

教育 〇教育委員会報告「市立学校の再開について」
・教育委員会報告「市立学校の再開について」において「川崎市 新型コロナウイルス感染症に 
対応した学校再開ガイドライン」及び「新型コロナウイルス感染拡大に伴う学校の臨時休業等
の取組状況について」を報告。（5/26） 

〇新型コロナウイルス感染症に対応した保健管理に係るＱ＆Ａについて
・各学校に「新型コロナウイルス感染症に対応した保健管理に係るＱ＆Ａについて（依頼）」を
発出。（5/26） 

〇各学校に「教育長メッセージ」「学校再開後に新型コロナウイルス感染が判明した場合の学校の
対応について」等を送付 
・各学校に「教育長メッセージ」を送付し、児童生徒への学校再開日における配布・読み上げ、
教職員への配布を依頼（5/29） 
・各学校に「学校再開後に新型コロナウイルス感染が判明した場合の学校の対応について（依 
頼）」を発出し、保健管理上の対応、家庭学習等の対応、教育課程・指導計画の見直し、学校
での児童生徒の居場所について依頼。（5/29） 
・各学校に「熱中症事故等防止について（通知）」を発出。（5/29） 
〇学校の再開 
・全市立学校において学校再開（6/1） 
〇川崎市新型コロナウイルス感染症に対応した学校再開ガイドライン ９部活動等に関すること 
について 
・各学校に「川崎市新型コロナウイルス感染症に対応した学校再開ガイドライン ９部活動等に
関すること 更新版（6月３日時点）について」を発出し、部活動の段階的な再開、再開までの
準備、活動再開に向けた段階的な再開日程、活動再開に向けた注意事項、感染拡大防止策の共
通の留意事項について提示。(6/3) 

〇夏季における児童生徒の健康保持、登下校時を含む学校生活における体育着等の着用等について
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・各学校に「夏季における児童生徒の健康保持について（依頼）」を発出し、「登下校時を含む
学校生活における体育着等の着用について」「水筒の持参について」「マスクの着用につい
て」依頼。(6/8) 
・各学校に「今年度における水泳授業等の取扱いについて」を発出し、全ての健康診断が完了す
るのは早くて９月中旬以降であることを踏まえ、各学校における水泳授業実施期間において健
康診断の完了が見込めないなど、児童生徒の健康状態が十分把握できない場合は、今年度の水
泳授業の実施は控えるよう通知。(6/8) 

〇【報道発表】「臨時休業を実施する場合の考え方」の改訂について
・児童生徒又は教職員が感染した場合の学校の休業ルールについて、これまで原則当該校を「2週
間」の休業としていたが、文部科学省からガイドラインが示されたことに伴い、原則当該校を
「濃厚接触者が保健所により特定されるまでの間」の臨時休業と改訂。(6/12) 

〇「川崎市 新型コロナウイルス感染症に対応した学校再開ガイドライン」の保健管理の改訂など
を発出 
・各学校に「川崎市 新型コロナウイルス感染症に対応した学校再開ガイドライン」の保健管理
の改訂及び「新型コロナウイルス感染症に対応した保健管理に係るＱ＆Ａ」の更新について」
発出。(6/12） 

・感染者が判明した場合の学校の休業ルールについて、原則「2週間」を原則「濃厚接触者が保健
所により特定されるまでの間」に改訂。 
・同居の家族に発熱等の風邪の症状が見られるときも、登校を控える取扱いを追加。
・暑い時期のマスク着用について、マスクを外すことを可とする取扱いを追加。 
・各学校に「令和2年度給食実施回数及び給食費の取扱いについて」を発出。(6/12) 
〇通常登校 
・市立小・中学校において通常登校を開始。(6/15) 
〇スクールガードリーダーについて 
・小学校に「夏季のスクールガード・リーダー、地域交通安全員の活動について」を発出し、夏
季の授業日におけるスクールガード・リーダーの活動や地域交通安全員の配置については、通
常の期間と同様の取扱いとすることについて周知(6/19) 

〇「川崎市新型コロナウイルス感染症に対応した学校再開ガイドライン」の「教育活動に関するこ
と」等の更新について
・各学校に「『川崎市 新型コロナウイルス感染症に対応した学校再開ガイドライン』の『教育
活動に関すること』等の更新について」を発出し、校外活動、異学年交流活動、外部講師の招
へいについて、感染防止策を講じた上で 7月初旬からを目途に実施可とすること、中学校自然 
教室について、春季から秋季に延期した学校については実施する前提で準備することについて 
周知(6/23) 

〇「補習及びきめ細やかな学習支援の推奨について」を発出について 
・各学校に「補習及びきめ細やかな学習支援の推奨について」を発出し、「学習支援・学習相談
の例」を参考に、補修及びきめ細やかな学習支援、児童生徒の学習状況に応じた対応について
依頼するとともに、補習等の学習支援のためのサポーターの派遣について周知(6/29) 

〇学校再開ガイドライン「『９部活動に関すること』の更新について」
・各学校に「学校再開ガイドライン「『９部活動に関すること』の更新について」を発出し、部
活動の段階的な再開について、内容を更新。（7/３） 

〇【報道発表】市立学校児童の新型コロナウイルス感染に伴う同校の臨時休業について
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・市立小学校に在籍する児童、が令和２年７月５日（日）に新型コロナウイルスに感染している
ことが確認され、同校については、感染拡大防止のため、７月６日（月）から臨時休業とし
た。（7/5） 

〇【報道発表】市立中学校等における修学旅行の実施について
・今年度の市立中学校※の修学旅行（３年生対象、京都方面、例年は５月実施）については、新
型コロナウイルス感染防止のための学校の臨時休業に伴い、この間、秋季への延期について教
育委員会事務局及び校長会において協議・検討を行っていたが、各学校において十分な感染防
止対策等を講じた上で、８月下旬から１０月上旬までの日程で延期実施することを発表。(7/9)
※市立川崎高等学校附属中学校を除く51 校 
・市立高等学校の修学旅行については、日程や旅行先の変更など、各学校の状況に応じて計画し
ていく。 
・市立特別支援学校（中学部・高等部）の修学旅行についても、日帰りや泊数の減、日程や旅行
先の変更など、各学校の状況に応じて計画していく。
・再度緊急事態宣言が発表され解除が実施日までに見込めない等の場合や、当該校の生徒等が感
染し臨時休業となった等の場合など、今後の状況の変化等により中止とする場合がある。
・市立小学校の修学旅行（６年生対象、日光方面）については、中止とし、各学校において代替
行事の実施について、検討していく。（5月１３日公表済み）（7/9） 

〇【報道発表】市立学校教職員の新型コロナウイルス感染及び同校の臨時休業について
・市立小学校に勤務する教職員が、令和２年７月１１日（土）に新型コロナウイルスに感染して
いることが確認され、同校については、感染拡大防止のため、7月 13日（月）から臨時休業と
した。（7/11） 

〇【報道発表】市立学校教職員の新型コロナウイルス感染について
・市立小学校に勤務する教職員が、令和２年７月１４日（火）に新型コロナウイルスに感染して
いることが確認されたことを発表。（7/14） 

〇児童生徒や教職員に新型コロナウイルスへの感染が判明した場合の留意事項について
・「児童生徒や教職員に新型コロナウイルスへの感染が判明した場合の留意事項（依頼）（令和
２年7月 17日時点）」を各学校に発出し、感染が判明した際の対応を示した。（7/17） 

〇児童生徒または教職員に新型コロナウイルスへの感染が判明した場合の学校名の公表について 
・「児童生徒または教職員に新型コロナウイルスへの感染が判明した場合の学校名の公表につい
て（依頼）」を各学校に発出し、感染が判明した場合、学校名を公表とすることとした。 
今後、教育委員会としては、本市の新型コロナウイルスへの感染に関する公表の方針に則り、
児童生徒または教職員に新型コロナウイルスへの感染が判明した場合には、学校名を公表した
上で、各学校の御協力をいただき、感染の判明した当事者及び濃厚接触者とその御家族への誹
謗中傷や差別的言動が生じることのないよう、また、当該校のその他の児童生徒等への風評被
害等が生じることがないよう保護者や地域住民に対して、これまで以上に働きかけを行ってい
く。（7/17） 

〇【報道発表】市立学校教職員の新型コロナウイルス感染及び同校の臨時休業について 
・市立王禅寺中央中学校に勤務する教職員が、令和２年７月１７日（金）に新型コロナウイルス
に感染していることが確認され、同校については、感染拡大防止のため、7月２０日（月）から
臨時休業とした。（7/18） 

○市立図書館及び博物館施設の対応
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・5月 24日の緊急事態宣言解除を受け、5月 27日(水)から、4月 11日の休館以前に予約されて
いた資料の貸出しに限定して9:30～17:00 で開館し、6月 3日(水)からは新規の予約や登録の
受付を再開し開館時間も平常に戻した。（５/27） 

・6月 10日(水)からは書架スペースへの利用者の立ち入りを再開し、棚から本を選んで借りるこ
とを可能とした。（６/1）7月 1日(水)から 館内での新聞・雑誌の閲覧、閲覧席やベンチの利
用、利用者用インターネット端末の利用を再開し、席数は密を防ぐために半分程度としている
ものの、ほぼコロナによる休館以前のサービスに戻した。（お話会等一部のイベントは引き続き
中止）（6/23） 

・7月 21日(火)鹿島田駅ペデストリアンデッキ上に図書返却ボックスを設置した。（利用開始は8
月 1日）（７/21） 
・青少年科学館については、４月１１日から臨時休館としていたが、６月２日（火）から展示室
（一部の触れる展示を除く）を開館し、ショップ、カフェも営業を再開した。６月１６日
（火）からはプラネタリウムの座席定員を５０名に縮小して再開、７月４日（土）から一部イ
ベントを再開、７月１０日（金）からはプラネタリウムの座席定員を７５名とした。(7/10) 
・日本民家園については、４月１１日から臨時休園としていたが、６月２日（火）から正門入場
による園内見学、一部の展示を再開し、ショップとそば屋も営業を再開した。６月１６日
（火）から西門からの入場及び伝統工芸館を再開した。(6/16)


